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利
常
は
前
回
邸
に
居
ふ
り
、
悦
子
光
高
は
辰
口
邸
に
在

っ
た
。
翌
年
利
常
柿
閏
邸
に
於
い
て
医
ロ
邸
の
興
遣

を
指
抑
し
、
冬
に
去
っ
て
成
。
、
光
高
は
新
夫
人
の

入
輿
を
迎
ヘ
、
十
六
年
六
周
利
常
致
仕
の
後
儒
こ
与

に
住
し
、
十
七
年
三
周
サ
入
日
徳
川
家
光
再
び
之
に

臨
ん
だ
。
正
保
元
年
ご
月
六
日
綱
紀
が
山
王
祉
参
の

後
休
憩
し
た
時
、
麗
安
元
年
四
周
十
七
日
入
傑
宮
智

忠
親
王
の
綱
紀
を
訪
ひ
給
う
た
時
に
も
、
皆
静
岡
邸

と
記
し
て
あ
る
。
三
年
四
局
十
九
日
前
回
邸
類
焼

し
、
殿
関
舎
屋
皆
災
を
発
れ
な
か
っ
た
が
、
域
内
の

富
山
・
大
翠
寺
二
侯
の
邸
は
僅
か
に
事
な
き
を
得
た

の
で
、
利
常
は
利
治
の
館
に
縫
を
避
け
た
。
こ
の
年

軍
用
十
九
日
利
常
江
戸
を
護
し
て
小
松
に
蹄
り
、
四

年
三
局
参
勤
し
て
利
次
の
館
に
入
っ
た
が
、
次
い
で

殿
閥
の
新
密
竣
功
し
、
入
居
廿
一
日
移
徒
の
儀
を
行

う
た
。
明
暦
三
年
辰
口
邸
焼
失
し
、
綱
紀
雄
を
跡
悶

邸
に
避
け
、
爾
後
常
に
こ
与
に
在
っ
た
。
同
年
牛
込

邸
を
幕
府
に
納
め
、
代
へ
る
に
駒
込
邸
四
襲
歩
の
外
、

本
郷
邸
の
南
に
接
綴
す
る
幕
臣
の
近
藤
菅
之
助
国
下

の
同
心
本
多
丹
下
・
朝
比
奈
左
近
・
坪
内
惣
兵
衛
等
屋

敷
ご
高
坪
を
受
け
た
。
そ
の
同
心
屋
敷
を
得
た
の
は

七
用
九
日
で
あ
る
。
高
治
元
年
七
周
サ
六
日
綱
紀
の

夫
人
を
迎
へ
た
の
も
亦
こ
の
邸
で
、
諾
替
に
紳
悶
邸

と
も
本
郷
邸
と
も
記
さ
れ
る
が
、
爾
後
に
.
在
り
て
は

跡
回
邸
の
名
再
び
記
録
に
見
え
な
い
。
二
年
本
郷
邸

門
前
の
道
路
狭
陵
な
た
め
、
民
地
を
腕
う
て
之
を
蛾

張
し
た
。
天
和
ご
年
十
二
局
廿
八
日
本
郷
邸
類
焼
し
、

綱
紀
及
び
公
女
等
駒
込
邸
に
鰻
屋
を
構
へ
て
居
り
、

翌
三
年
=
一
周
廿
一
日
よ
り
初
め
て
本
郷
邸
を
捺
し
て

上
屋
政
と
い
ひ
、
貞
享
四
年
そ
の
殿
閥
峻
成
し
た
の

で
、
九
月
十
九
日
こ
れ
に
移
っ
た
。
次
い
で
元
旅
十

四
年
十
ご
周
廿
ご
日
徳
川
綱
吉
は
綱
紀
の
邸
に
臨
む

の
窓
あ
る
こ
と
を
停
へ
た
。
図
っ
て
萄
館
を
段
ち
、
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十
五
年
二
周
回
目
釘
始
を
行
ひ
、
四
周
十
一
日
峻
成

し
た
の
で
、
綱
吉
は
そ
の
周
廿
六
日
を
以
て
穏
や
・
在

げ
た
。
十
六
年
十
一
用
品
u
九
日
こ
の
邸
亦
類
焼
し
、

前
年
の
御
成
御
殿
は
烏
有
に
節
し
た
。
後
亭
保
十
五

年
正
周
十
ご
日
根
・
晶
体
の
火
災
に
本
郷
邸
焼
失
し
、
元

文
三
年

E
n廿
九
日
大
嬰
寺
務
邸
よ
り
出
火
し
て
、

加
賀
務
邸
の
制
揚
・
御
作
事
所
等
を
失
ひ
、
安
永
元

年
ご
用
品
u
九
日
類
火
に
よ
り
て
商
御
殿
等
焼
失
し
、

文
政
八
年
十
ご
用
九
日
に
は
自
火
を
渡
し
て
、
邸
内

北
の
鴎
室
を
焼
い
た
外
、
俄
炎
池
之
端
に
及
ん
だ
。

十
一
年
三
月
十
一
日
将
軍
徳
川
家
部
門
脇
邸
し
、
弘
化

三
年
正
用
十
苛
.
日
本
郷
丸
山
の
火
に
我
が
望
火
棋
亦

焼
け
、
嘉
永
三
年
三
周
サ
一
日
将
軍
徳
川
家
臨
臨
邸

し
、
安
政
一
一
年
十
周
二
日
の
地
践
に
大
筈
を
受
け
、

明
治
元
年
間
四
局
十
七
日
本
郷
春
木
町
の
災
に
類
焼

し
た
。
本
邸
の
面
積
凡
ぺ
て
十
嵐
三
千
八
百
三
十
一

歩
、
外
に
誠
治
ご
年
に
牧
め
た
本
郷
六
町
目
の
百
一

歩
を
加
ヘ
、
そ
の
中
一
一
品
千
八
十
八
歩
を
富
山
藩
邸
、

五
千
七
百
六
十
ご
歩
を
大
器
寺
務
邸
に
充
て
た
。
同

年
十
ご
周
廿
四
日
木
挽
町
築
地
な
る
元
淀
滞
宅
指
紫

氏
の
邸
を
賜
ふ
に
及
び
、
之
を
上
屋
政
と
穏
し
、
本

郷
邸
を
ゆ
量
蚊
、
平
尾
ハ
桓
橋
〉
邸
を
下
屋
敷
、
駒
込

ハ
巣
鴨
V

邸
を
抱
屋
駅
と
構
し
た
。
ご
年
本
郷
軍
丁
目

六
丁
目
の
抱
屋
取
を
返
納
し
、
三
年
就
月
九
日
築
地

邸
を
返
上
し
て
、
筋
塗
御
門
内
ハ
相
生
橋
内
〉
な
る
元

縞
山
務
主
阿
部
氏
の
邸
を
奥
へ
ら
れ
、
入
居
叉
筋
謹

橋
邸
を
返
上
し
て
、
本
郷
を
官
邸
、
平
尾
・
巣
鴨
を

私
邸
と
し
た
G

四
年
ご
月
巣
鴨
を
還
し
、
七
周
二
十

日
本
郷
邸
の
一
部
一
高
ご
千
六
百
七
十
坪
を
私
邸
と

し
、
そ
の
他
凡
ぺ
て
返
上
し
た
。

ポ
ン
ザ
ン
イ
シ
ユ
ウ
凡
山
遺
集
ご
加
。
杏
立

著
。
漢
詩
百
五
十
三
首
・
漢
文
十
ご
編
を
牧
め
た
も

の
に
過
ぎ
ぬ
が
、
そ
の
中
天
保
末
年
富
山
侯
に
献
策

し
た
浅
邸
私
識
に
は
、
議
薦
議
の
迂
愚
を
賜
倒
し
て

撒
見
の
導
常
な
ら
ざ
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
本
曹

は
著
者
の
残
後
、
明
治
廿
六
年
門
人
小
西
有
英
・
岡

田
正
久
の
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

ホ
ン
タ
ド
ウ
本
地
盤
白
山
本
宮
に
て
白
山
三

郎
槌
到
の
木
地
仰
を
記
っ
た
蛍
宇
を
い
ふ
。
そ
の
殺

陣
埴
は
古
へ
談
議
所
に
在
っ
た
の
を
、
一
向
一
授
逆

鼠
に
よ
っ
て
破
却
し
た
錦
、
本
地
堂
と
一
つ
に
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。

ホ
ン
タ
ユ
ウ
ジ
本
佳
寺
珠
洲
郡
正
院
に
在
っ

て
、
日
蓮
宗
に
麗
し
、
永
除
ご
年
の
創
立
と
い
ふ
。

開
基
旦
那
宇
野
石
見
守
の
宵
像
は
今
も
臓
せ
ら
れ

る。ホ
ン
ジ
ヨ
ウ
本
庄
石
川
郡
普
性
寺
文
惑
に
見

え
る
本
庄
は
、
富
樫
庄
の
本
庄
の
こ
と
で
、
四
十
嵐

村
令
指
す
の
で
あ
る
と
い
は
れ
る
。

ポ
ン
シ
ョ
ウ
ガ
ツ
盆
正
月
務
侯
の
製
封
・
入

部
・
昇
官
、
叉
は
悦
嗣
誕
生
の
如
き
嘉
儀
あ
る
際
、

探
民
を
し
て
業
を
休
み
説
穏
を
表
せ
し
め
る
を
盆
正

月
と
い
う
た
。
議
し
孟
関
銚
と
正
月
と
の
献
策
を
一

時
に
悉
〈
す
の
怠
で
、
作
り
物
を
檎
へ
、
獅
子
・
祇
悶

嫌
等
を
繰
出
し
、
全
市
惣
祭
越
の
如
き
税
を
呈
し
た

が
、
前
m
m
H廊
・
持
謙
二
侯
の
頃
に
及
ん
で
は
徒
規

模
の
大
を
加
へ
、
他
物
の
目
録
を
記
し
た
一
枚
刷
さ

へ
護
行
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
金
正
且
が
い
つ

か
ら
初
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
凡
そ
綱
紀
の

中
期
に
起
っ
た
知
く
に
思
は
れ
る
。
今
金
禅
に
行
は

れ
た
も
の
を
記
録
に
徴
す
る
に
略
左
の
如
く
で
あ
る

が
、
儒
脆
漏
が
あ
ら
う
。
遮
断
の
町
で
も
各
猫
自
に

催
し
た
ゃ
う
で
あ
る
。

事
保
八
年
五
月
サ
ご
日
か
ら
廿
四
日
ま
で
一
一
一
日
間
。

前
回
綱
紀
の
隠
居
し
、
吉
徳
の
家
督
相
倒
制
し
た
に
図

る。

亭
保
十
年
四
局
サ
八
日
か
ら
晦
日
ま
で
三
日
間
。
前

回
宗
辰
の
生
誕
に
図
る
。

延
亭
ご
年
入
居
十
一
日
・
十
三
日
の
爾
目
。
前
凶
宗

辰
の
相
績
に
図
る
。

延
享
二
年
十
一
周
十
一
日
。
前
回
宗
辰
の
中
将
昇
任

に
図
る
。

延
亭
四
年
ご
月
十
一
日
・
十
三
日
の
爾
目
。
前
出
産

照
の
相
績
に
因
る
。

延
亭
四
年
軍
用
十
王
日
・
十
六
日
の
爾
日
間
。
前
回

軍
岡
山
の
入
闘
に
図
る
。

延
亭
五
年
ハ
筑
延
元
)
ご
用
晦
日
・
三
局
朔
日
の
商
日

間
。
前
回
重
岡
山
入
闘
祝
賀
能
の
終
了
に
図
っ
て
、
地

子
町
に
盆
正
周
を
行
う
た
。

箆
暦
=
一
年
六
周
回
日
・
十
三
日
の
爾
目
。
前
聞
重
端

の
相
綴
に
図
ろ
。

次
に
明
和
入
年
前
倒
治
備
の
相
続
と
、
安
永
元
年
中

将
昇
任
の
際
に
も
銑
正
月
が
行
は
れ
た
ら
う
と
思
は

れ
る
が
、
未
だ
記
録
を
得
ぬ
。

寛
政
五
年
正
用
六
日
・
七
日
の
爾
日
関
。
前
聞
治
備

の
診
議
昇
任
に
図
る
。

寛
政
七
隼
四
周
六
日
。
前
回
治
備
の
鴎
凶
に
図
る
。

寛
政
九
年
四
足
十
五
日
。
前
回
治
備
の
臨
城
に
困

る。
寛
政
九
年
ご
用
廿
三
日
・
サ
四
日
の
繭
日
間
。
前
回

湾
鹿
の
生
誕
に
図
る
。

寛
政
十
一
日
早
蕊
月
十
九
日
。
前
回
治
備
の
蹄
城
に
図

る。亭和
二
年
三
且
廿
七
日
・
廿
入
日
の
爾
日
間
。
前
凶

弾
鹿
の
相
鍛
に
図
る
。

事
和
二
年
十
周
廿
六
日
。
前
町
治
備
の
鴎
城
に
図

る。亭和
四
年
ご
用
六
日
・
七
日
の
繭
日
間
。
前
問
持
鹿

の
子
裕
次
郎
が
嫡
子
と
な
っ
た
に
図
ろ
。
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